
令 和 ３ 年 第 ２ 号
令和３年２月 2 5日

長 野 県 警 察 本 部
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個人情報の流出事案が発生
～ ソフトウェアの設定ミスが原因～

プラットフォームとして利用していたソフトウェアのアクセス制御
の権限設定にミスがあり、第三者が個人情報を閲覧可能な状態に!!

今回の事例では、プラットフォームに脆弱性があったわ
けではないので、更新プログラムは公開されていません。
しかし、プラットフォームを提供している事業者では、

影響が大きいことから、アクセス制御の設定について注意
喚起情報を公開していました。
システムを業者に委託して運営している場合でも、自社

（組織）のシステム構成を把握し、セキュリティに関する
緊急情報や注意喚起情報には、適切に対応してください。
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様々なユーザに対応するために
作られたソフトウェアであるこ
とから、初期設定のままでは、
意図しない情報が公開されてし
まうこともあります。

２月１日～３月１８日は「サイバーセキュリティ月間」です。普及啓発活動へご協力ください。

キャッチフレーズ「知る･守る･続ける」


